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●唐津市ホームページ http://www.city.karatsu.lg.jp

●人口	 126,747人	（前月比−73人）
（5月1日現在） 男:59,638人(−4)/女:67,109人(−69)

●世帯数 50,088世帯	（前月比+103世帯）
（5月1日現在）



　
相
知
町
の
蕨
野
の
棚
田
で
米
作
り
や
棚
田

の
保
全
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
蕨
野
棚
田

保
存
会
の
会
長
、
百ひ
ゃ
く
武た

け

兵ひ
ょ
う
衛え

さ
ん
に
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

｢

現
在
は
23
戸
の
農
家
で
協
力
し
な
が
ら
、

安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
お
米
を
皆
さ
ん
に

届
け
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
地
域
一

体
と
な
っ
て
活
動
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
絆
き
ず
な

が
深
ま
り
、
地
元
に
誇
り
を
持
つ
人
が
増
え

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
客
さ
ん
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
み
ん

な
が
元
気
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
棚

田
を
守
り
、
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
お
い
し

い
お
米
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す｣

と
話
す

百
武
さ
ん
。

　

｢

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
棚
田
米
の
ふ
る
ま
い

な
ど
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
皆
さ
ん
に

食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
し
て
も
っ
と

多
く
の
人
に
棚
田
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね｣

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
14
日
（
日
）
に
は｢

早
苗
と
棚
田

ウ
ォ
ー
ク
in
蕨わ

ら
び

野の｣

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
も
選
ば
れ
て
い
る

蕨
野
の
棚
田
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

棚田米を通して
　　蕨

わらび

野
の

の棚田を
　　　　知ってもらいたい

（18ページに関連記事）
蕨野棚田保存会

会長　百
ひ ゃ く た け

武　兵
ひょう

衛
え

さん

発
見市民

力22

切干大根のサラダ
　切干大根は大根を乾燥させることで、独特
の甘みや歯ごたえ、風味が増し、栄養価も高く
なります。煮物はもちろん、もどして和

あ

え物に
使用するのもオススメです。

材料（４人分）＜１人分約71kcal　塩分0.8g＞
作り方

切干し大根はもみ洗いし、水につけて戻し、
熱湯にさっとつける。よく絞って食べやすい
大きさに切る。カニカマも食べやすい大きさ
に切り、ほぐしておく。

きゅうりはせん切り、かいわれ菜は根元を除
き、半分に切る。

□１と□２をポン酢、ごま油であえる。

器に盛り、白ごまをふる。

切干大根 40g

かいわれ菜 1/6パック

カニカマ 小５本

きゅうり 中1/2本

ポン酢しょうゆ 小さじ４

ごま油 小さじ２

白ごま 小さじ１

1

2

3

4

食
卓
を
彩
る
ヘ
ル
シ
ー
レ
シ
ピ
　
　
㉒
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表紙のはなし

茶と能楽の夕べ ――名護屋城跡に響きわたる鼓
つづみ

と笛の音色――

　4月27日、鎮西町名護屋の茶
ちゃ

苑
えん

海
かい

月
げつ

で桃山時
代に花開いた茶の湯の歴史を感じながらお茶と
能を楽しむ ｢茶と能楽の夕べ｣ が開かれました。
　茶苑海月の敷地内に作られた特設能舞台で、
舞
まい

囃
ば

子
やし

の ｢敦
あつ

盛
もり

｣ や、｢羽衣｣ などの能が披露
されました。
　秀吉が名護屋城でお茶や能を楽しんでいた
時代にタイムスリップしたかのような雰囲気の
中、約150人の来場者は、青空の下お茶を楽し
んだり、能楽師による囃子の音色や華麗な舞に
酔いしれていました。
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北波多 新１年生にかわいいお守り

　北波多地区民生・児童委員協議会
から北波多小学校の１年生へ手作
りの「見守り地蔵」が贈られました。
　手芸用軍手やフェルトを使って
作られたいろいろな表情のお地蔵
さんは、子どもたちの交通安全への
祈りが込められています。
　小学生たちは、贈られたお守り
を手に取り温かい笑顔になりまし
た。これから優しく子どもたちを見
守ってくれることでしょう。

（４月15日）

相知 晴天のもと2,000人が交流

　第41回唐津市相知町民運動会が天徳の丘運動公園
で開催され、町内７地区から約2,000人が参加し、交流
を深めました。
　運動会当日は絶好の運動会日和に恵まれての開催
となりました。競技には、幼児からお年寄りまで参加
して、ふれあい玉入れ、かけっこ競走、男女大縄飛び、
男女混合綱引き、ゴルフ合戦などが行われました。
　盛んな応援の中、熱戦が繰り広げられ、楽しい１日
を過ごしました。今年は、総合部門と地区対抗リレー
ともに東川地区が優勝しました。　　　　（４月26日)

肥前 咲き競うぼたんと芍
しゃくやく

薬

　肥前町の ｢ぼたんと緑の丘」で、ぼたんと芍
しゃくやく

薬
まつりが開催されました。
　色鮮やかな100種類2,500株のぼたんと30種
類35,000本の芍薬が、訪れた人を魅了していま
した。
　期間中は、ぼたん苗やイワガキなどの特産品
販売やぼたん苗の抽せん会のほか、市内のダン
スサークルによるキッズダンスショーやカラオ
ケ発表会などのイベントが行われ、大いににぎ
わいました。　　　　　　　　　　（４月22日）
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まちかどのSCENE
地域のできごと・話題



　春のおだやかな晴天の午後、鎮西町岩野の宮田
康則さんの田んぼでは、上場産コシヒカリの田植
えが行われていました。
　「良い天気が続いているので田植えが始まりま
したね」と声を掛けると、「お天気のお陰で苗が
良く育って例年より1週間くらい早い田植えです
よ」との話でした。「昔と違って機械での田植えだ
と早いですね」すると、「いとこが田植え機を持っ
て手伝いに来てくれ、俺が植えてやると言って助
かっています」と笑顔で話されました。

　田植え機に苗を乗せる手伝いをご夫婦でされ
ながら、いとこさんの上手な田植え機操作でまた
たく間に田植えが進んでいました。鎮西地区では、
ゴールデンウィーク頃までに各地で田植えが行わ
れます。良い天気で台風などの被害にあわずに美
味しい上場産コシヒカリになあ～れ。（４月23日）

厳木 元気に泳ぐこいのぼり

　厳木町中島地区で地元の有志でつくられた「笹原
いこいの場を作る会」の会員らにより、40匹のこい
のぼりが掲げられ、青空で元気に泳ぐこいのぼりが
笹原峠を通る人、訪れる人たちの目を楽しませてい
ました。
　笹原いこいの場を作る会では、４月の下旬から５
月の中旬にかけて子どもたちの健やかな成長を願
い、また若い世代の人たちが安心して子育てをして
ほしいという思いを込めて、地域の人たちが持ち寄
られたこいのぼりを掲げています。　　（４月25日）

唐津 唐津焼の魅力を満喫

　第4回唐津やきもん祭りが開催され、唐津焼を求め
て多くの人でにぎわいました。
　唐津中央商店街では、空き店舗などを使って唐津
焼作家による展示即売会が行われ、訪れた人たちは
作家と直接会話をしながら、気に入った作品を手に
取っていました。
　旧唐津銀行で行われた、食と器の縁結び展では、唐
津焼と実際に料理を盛りつけた写真パネルが展示さ
れていて、人々の目を楽しませていました。
� （４月29日)
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市民リポーターから

市民リポーター：坂
さか

口
ぐち

�良
りょう

子
こ

鎮西町岩野の田植え



　

麻
し
ん(

は
し
か)

・
風
し
ん
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で

お
こ
る
感
染
症
で
す
。
麻
し
ん
は

冬
の
終
わ
り
か
ら
春
に
か
け
て
、

風
し
ん
は
冬
か
ら
初
夏
に
か
け
て

患
者
数
が
増
加
し
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
乳
児
期
後
半
か
ら
小

学
生
の
子
ど
も
に
多
い
疾
患
で
し

た
が
、
乳
幼
児
期
に
予
防
接
種
を

受
け
て
い
な
い
子
ど
も
が
増
え
た

た
め
、
近
年
は
感
染
者
の
増
加
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
流
行
を
予

防
す
る
た
め
に
は
接
種
率
を
95
％

以
上
に
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要

で
す
。し
か
し
市
の
接
種
率
は
１
歳

が
84･

７
％
（
３
月
末
時
点
）、
就
学

前
76･

８
％（
３
月
末
時
点
）で
、
未

接
種
者
が
と
て
も
多
い
現
状
で
す
。

　
感
染
を
防
ぐ
た
め
、予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。予
防
接
種
は
決
め

ら
れ
た
期
間
で
あ
れ
ば
、無
料
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
け
よ
う

予
防
接
種

感染すると、どんな
症状が出るの？1 どうやって感染

するの？ 2 3 予防接種はどうやっ
て受けるの？

　ウイルスに感染している
人のせきやくしゃみなどで
飛び散ったウイルスを吸い
込んだり、手や肌に触れる
ことで感染します。感染力
が強く空気感染もするので、
手洗い・マスクだけでは予
防できません。
　予防接種によって、95％
以上の人が免疫を獲得する
ことができると言われてい
ます。また２回の接種を受
けると、１回の接種で免疫
が付かなかった５％未満の
人に免疫をつけることがで
きます。

◆麻しんの症状
　高熱と、赤く少し盛り上
がった発

ほっ

疹
しん

が体中にあらわ
れます。肺炎・中耳炎を合
併しやすく、大人になって
からかかると重症化しやす
いといわれています。
◆風しんの症状
　リンパ節が腫れ、淡いピ
ンク色をした発疹が顔や耳
の後ろにあらわれ、発熱す
ることもあります。妊婦が
感染すると、胎児に重大な
影響が出ることがあります。

　十分な免疫力をつけるた
め、定期予防接種は２回受け
ましょう。
◆１回目　１歳児
◆２回目　小学校就学前１年間
　　　　　（4/1 ～ 3/31）

　予防接種は２回、無料で受
けることができます。直接、
接種を希望する病院に予約し
てください。
　接種できる病院など、詳し
くはお問い合わせいただく
か、市ホームページをご覧く
ださい。

麻
し
ん・風
し
ん

１
歳
と
、小
学
校

就
学
前
の
お
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
保
健
医
療
課（
☎
７
５
︱
５
１
６
１
）
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医療現場の声
～麻しん・風しんの予防～

ふじおかこどもクリニック　　藤
ふじ

岡
おか

　勝
かつ

慶
よし

　医師

　麻しんは、｢はしか｣ とも呼ばれ、感染力
が強く、生命にも関わる重い全身性のウイ
ルス感染症です。昭和40年代までは、わが
国でも年間数千人の方が亡くなられていま
した。国を挙げてのワクチン対策により、
最近では発生数は減少しています。しかし、
まだ完全には抑えきれてはいません。麻し
んに対しての特別な治療法といったものは
なく、合併症で致命的な事態を招くことも
あります。先進国でも、1000例に１例程
度の死亡例があり、特に肺炎や脳炎には注
意が必要です。だからこそ、治療法のない
麻しんに対しては予防として実施するワク
チン接種が最も重要なのです。平成26年の
麻しん年齢別発生状況は、まだワクチン接
種年齢ではない０～１歳未満が20%、20代
25%、10代・30代が15%でした。ワクチン
接種歴でみると、50%が未接種、25%が接
種歴不明です。ワクチンの接種率が95%以
上となっても、出生率から考えると未接種
者は各年齢で数万人単位で存在します。有
効な治療法のない麻しんの排除のためには、
定期接種である、第Ⅰ期、第Ⅱ期の接種率

を限りなく100%に近づけることが必要なの
です。
　風しんも忘れてはならない感染症です。
平成25年に、１万人を超える大流行があり
ました。
　先天性風しん症候群（心疾患、難聴、白
内障）の赤ちゃんも全国で44例報告されて
います。現在、成人男性約400万人、成人女
性約80万人が、抗体を保有していないと推
定され、この状態のままだと、必ず流行は
繰り返されます。定期接種はもちろんです
が、成人の未接種者へのワクチン接種も推
進していかなければなりません。
　ワクチンは個人を予防するだけではあり
ません。多くの人がワクチン接種を受け免
疫を獲得すると、その集団では流行は起き
ません。発症者がいても流行が拡大しない
のです。０歳～１歳未満のまだワクチン接
種を受けていない子どもたち、病気でワク
チンを受けられない人たちも守っているの
です。自分のため（個人予防）にも、周囲
の人（集団予防）のためにも、ワクチン接
種は、必要で大切なことなのです。



　
現
在
、
肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
の

中
で
、
が
ん
・
心
疾
患
に
続
い
て
第

３
位
と
な
っ
て
い
て
、
肺
炎
で
亡
く

な
る
人
は
年
間
で
12
万
人
を
越
え
て

い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
内
の
96･
８

％
が
65
歳
以
上
で
す
。

◆

　
肺
炎
の
主
な
症
状
は
、
せ
き
、
発

熱
、
た
ん
な
ど
、
か
ぜ
の
症
状
と
似

て
い
る
た
め
、
肺
炎
は
か
ぜ
を
こ
じ

ら
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す

が
、
肺
炎
と
か
ぜ
は
ち
が
い
ま
す
。

　
肺
炎
で
は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な

ど
の
病
原
体
が
、
酸
素
と
二
酸
化
炭

素
の
ガ
ス
の
交
換
を
行
う
肺
胞
に
感

染
し
て
炎
症
を
起
こ
し
ま
す
。
息
が

浅
く
な
る
、
呼
吸
が
速
い
、
ぐ
っ
た

り
す
る
、
食
欲
が
無
い
な
ど
は
、
気

づ
き
に
く
い
症
状
の
た
め
、
肺
炎
と

気
づ
か
な
い
ま
ま
悪
化
さ
せ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
か
ぜ
だ
と
思
っ
て
い

た
ら
肺
炎
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
こ
う
し
た
症
状

が
３
日
～
４
日
続
い
た
ら
、
肺
炎
の

疑
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
病

院
な
ど
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆

　
肺
炎
を
予
防
す
る
に
は
、
規
則
正

し
い
生
活
、
禁
煙
、
口
の
中
を
清
潔

に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ワ
ク
チ
ン
に
は
、
肺
炎
球
菌

に
よ
る
肺
炎
の
重
症
化
を
防
ぎ
、
死

亡
危
険
度
を
下
げ
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
る

こ
と
で
、
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
な

ど
の
感
染
症
を
予
防
し
、
重
症
化
を

防
ぎ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
肺
炎
を
予
防
す
る
た
め

に
、
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
、
生
活
習
慣

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

高
齢
者
の
方
へ

ワクチンは誰が受けられるの？1 ２ワクチンはどう
やって受けるの？

◆接種期間 

　平成28年３月31日（木）

まで

◆個人負担金

　3,500円

◆接種方法

　本人確認書類（運転免許

証や保険証など）をお持ち

になり、各保健センターか

肥前、鎮西、呼子、七山市

民センターの市民福祉課の

窓口に申請してください。

　対象者は、今までに肺炎球菌ワクチンの予防接種を受けたこと
がなく、次の項目のどれかに当てはまる人です。

◆平成27年度に次の生年月日になる人（生年月日をご確認ください）

65歳 昭和25年４月２日生まれ～
昭和26年４月１日生まれの人 85歳 昭和５年４月２日生まれ～

昭和６年４月１日生まれの人

70歳 昭和20年４月２日生まれ～
昭和21年４月１日生まれの人 90歳 大正14年４月２日生まれ～

大正15年４月１日生まれの人

75歳 昭和15年４月２日生まれ～
昭和16年４月１日生まれの人 95歳 大正９年４月２日生まれ～

大正10年４月１日生まれの人

80歳 昭和10年４月２日生まれ～
昭和11年４月１日生まれの人 100歳 大正４年４月２日生まれ～

大正５年４月１日生まれの人

◆60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に障害がある人

◆ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害がある人
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児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
現

況
届
と
は
受
給
者
の
所
得
や
お
子

さ
ん
の
養
育
状
況
な
ど
を
確
認
す

る
書
類
の
こ
と
で
、
現
況
届
を
提

出
し
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
児

童
手
当
を
受
給
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

現
況
届
が
必
要
な
人

　

唐
津
市
か
ら
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人

＊�

対
象
者
に
は
、
５
月
末
に
案
内

用
紙
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
。

＊�

６
月
以
降
に
市
外
に
転
出
す
る

人
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊�

公
務
員
の
人
は
勤
務
先
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
勤
務
先
で
は

な
く
市
か
ら
手
当
を
受
け
て
い

る
人
は
市
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

現
況
届
に
必
要
な
も
の

◆
児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況
届

◆
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

◆
受
給
者
の
保
険
証
の
写
し

◆�

受
給
者
と
そ
の
配
偶
者
の
平
成

27
年
度
児
童
手
当
用
の
所
得
証

明
書
（
今
年
１
月
２
日
以
降
に

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
子
育
て
世

帯
へ
の
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

給
付
金
の
支
給
対
象
者
に
な
る

可
能
性
が
高
い
人
に
は
申
請
書
な

ど
を
５
月
末
に
郵
送
し
て
い
ま
す

の
で
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
封

筒
に
は
、
児
童
手
当
の
現
況
届
の

様
式
も
同
封
し
て
い
ま
す
の

で
現
況
届
と
一
緒
に
申
請
さ

れ
る
と
便
利
で
す
。

＊�

申
請
期
間
内
に
申
請
さ
れ

な
い
と
給
付
金
を
受
け
取

れ
ま
せ
ん
。

＊�

公
務
員
の
人
も
申
請
が
必

要
で
す
。

＊�

支
給
条
件
は
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
の
住
民
税
が

非
課
税
の
人
に
支
給
し
ま

す
。
支
給
額
は
対
象
者
１
人

あ
た
り
６
千
円
で
す
。

　
受
付
開
始
は
、
８
月
頃
の

予
定
で
す
。

　
対
象
者
に
は
、
申
請
書
な

ど
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
今

後
の
お
知
ら
せ
に
ご
注
意
く

唐
津
市
に
住
民
登
録
し
た
人
の

み
）

◆�

別
居
監
護
申
立
書
（
お
子
さ
ん

と
住
民
票
上
別
居
し
て
い
る
人

の
み
）

＊�

お
子
さ
ん
が
市
外
で
暮
ら
し
て

い
る
場
合
は
、
お
子
さ
ん
の
属

す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写

し
が
必
要
で
す
。

提
出
期
限

　
６
月
30
日
（
火
）
ま
で

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課

（
☎
７
２
︱
９
１
５
１
）

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
福

祉
課

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課

（
☎
７
２
︱
９
１
５
１
）

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
福

祉
課

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
は

　
　
　
　
６
月
１
日(

月)

か
ら
11
月
30
日(

月)

ま
で

児
童
手
当
の
現
況
届
を

　
　
　
　
６
月
30
日(

火)

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

子育て世帯臨時特例給付金
（申請書の色：レモン色）

支給対象者 平成27年６月分の児童手当受給者（特例給付を除く）で、平成26年分の所
得が児童手当所得制限額未満の人

支 給 金 額 対象児童１人あたり3,000円
※ 対象児童とは平成27年６月分の児童手当(特例給付を除く)の対象児童

申 請 期 間 ６月１日（月）～11月30日（月）必着
申 請 方 法 申請書に必要事項を記入し、市役所窓口または郵送で提出
支 給 方 法 原則として口座振込　
支 給 日 10月頃を予定しています

申 請 時 に
必要な書類

・申請書
※ 児童手当支給口座以外への振込を希望される場合は、申請書の他に本

人確認書類の写し（申請者分）、振込口座のわかるもの（写し）が必要で
す
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作
業
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
で
す
。
１
か
所
あ
た
り

の
作
業
時
間
は
20
分
程
度
で
す
。

対
象
地
区
と
日
程

　

６
月
唐
津
地
区
、
７
月
相
知
・

北
波
多
地
区
、
９
月
厳
木
地
区
、

10
月
浜
玉
・
呼
子
地
区

注
意
と
お
願
い

◆�

に
ご
り
水
が
出
た
と
き
は
し
ば
ら

く
水
を
出
し
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　

井
戸
や
湧
水
、
沢
水
な
ど
の
水

質
は
、
周
囲
の
影
響
に
よ
っ
て
悪

化
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

飲
み
水
に
利
用
し
て
い
る
井
戸

水
な
ど
は
、
次
の
点
に
気
を
つ
け

て
適
切
な
衛
生
管
理
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◆�

井
戸
の
フ
タ
に
施
錠
し
た
り
、

柵
を
付
け
た
り
し
て
、
飲
用
井

戸
や
周
辺
に
人
や
動
物
が
入
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆�

飲
用
井
戸
や
周
辺
を
定
期
的
に

点
検
し
、
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆�

飲
用
井
戸
を
新
し
く
設
置
す
る

と
き
は
、
水
道
法
の
水
質
基
準

に
準
じ
た
水
質
検
査
を
行
い
、

安
全
を
確
認
し
て
か
ら
飲
み
ま

し
ょ
う
。

飲
用
井
戸
の
水
質
検
査

◆�

毎
日
、
色
や
濁
り
、
臭
い
、
味

に
異
常
が
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

◆�
年
に
１
回
、
定
期
的
に
検
査
機

関
の
水
質
検
査
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

◆�

日
ご
ろ
か
ら
水
の
色
や
臭
い
、

味
な
ど
に
気
を
つ
け
て
、
異
常

◆�

高
い
と
こ
ろ
で
は
、
水
圧
の
低

下
に
よ
っ
て
水
の
出
が
悪
く

な
っ
た
り
、
消
火
栓
か
ら
の
水

が
十
分
に
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

水
道
工
務
課（☎

７
２
︱
９
１
４
８
）

水
道
管
を
清
掃
し
ま
す

が
あ
れ
ば
必
要
な
水
質
検
査
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

飲
用
井
戸
な
ど
の
汚
染
が
分
か
っ

た
と
き

　

井
戸
の
近
く
で
薬
品
漏
れ
な
ど
、

人
の
健
康
に
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
る
と
分
か
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ

に
使
用
を
や
め
、
利
用
者
に
連
絡

し
、
生
活
環
境
対
策
課
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
水
質
検
査
の
結
果
、
水

道
法
の
水
質
基
準
を
超
え
る
汚
染

が
あ
る
と
分
か
っ
た
と
き
も
、
生

活
環
境
対
策
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ

生
活
環
境
対
策
課

（
☎
７
２
︱
９
１
２
４
）

飲
用
井
戸
の
衛
生
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

６月（唐津地区）の水道管清掃日程
１日 (月) 中原、原の一部、柏崎、東宇木、宇木(上･中･下)
２日 (火) 鏡(梶原)、半田(矢作･本村･中組･河内)
３日 (水) 鏡(田中･町･山添･赤水)
４日 (木) 鏡（虹町･高畑･今組･今村）松南町
５日 (金) 東唐津、東城内、千代田町、栄町、東町
８日 (月) 南城内、西城内、北城内、西寺町、坊主町の一部、弓鷹町

９日 (火) 菜畑(東･西･南)、熊原町、新興町(東･西)、神田(内田･長松･西浦)、
桜馬場、坊主町の一部、山下町

10日 (水) 西旗町、西浜町、富士見町、南富士見町、元旗町、江川町、朝日町(東
･西)、二タ子１～３丁目、西唐津１～３丁目

11日 (木) 妙見町(東･中･西)、東大島町、西大島町、海岸通、藤崎通

12日 (金) 八幡町、桜町、橋本町、佐志(南･中里･中通･浜町)、西唐津１～３丁
目の一部、中山町

15日 (月) 唐房１～７丁目、鳩川、浦、相賀
16日 (火) 神田(西浦･風早･山口･中村･陽光台･上神田)、旭が丘、見借

17日 (水) 和多田(大土井･天満町･先石･南先石･海士町･百人町･東百人町･
用尺の一部)、元石町の一部

18日 (木) 元石町の一部、東町、十人町(東･西)、町田１～３丁目、船宮町、大
石町、水主町、魚屋町、材木町(東･西)

19日 (金) 和多田(西山･本村･用尺の一部)、町田４～５丁目、長谷
22日 (月) 原の一部、久里(上･下)、夕日、双水
23日 (火) 養母田鬼塚、養母田、橋本、千々賀、畑島
24日 (水) 石志、山本
25日 (木) 山田、菅牟田、竹木場、重河内、唐川、熊ノ峰、東山
26日 (金) 後川内、梨川内、大良、枝去木
29日 (月) 神集島、湊町(浜･岡)、屋形石、横野、中里
30日 (火) 高島、工業用水
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入
居
資
格
・
条
件
（
①
②
共
通
）

◆�

現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

◆�

親
族
と
の
同
居

◆�

収
入
基
準
に
合
っ
て
い
る
こ
と

◆�

市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

　

市
で
は
、
安
心
・
安
全
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
老
朽
化
し

周
辺
の
住
環
境
に
危
険
、
悪
影
響

を
与
え
る
空
き
家
な
ど
を
除
却
す

る
と
き
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　

助
成
を
希
望
す
る
人
は
、
工
事

の
開
始
前
に
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
そ
の
後
市
が
調
査
を
行
い
、

申
請
で
き
る
か
ど
う
か
を
判
定
し

ま
す
。

申
請
で
き
る
人

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

◆�

老
朽
危
険
空
き
家
の
所
有
者
か

所
有
者
の
相
続
人
で
、
世
帯
全

員
が
住
民
税
非
課
税
の
人

◆�

市
税
の
滞
納
が
な
い
人

◆�

営
利
目
的
で
な
い
人

◆�

暴
力
団
に
関
与
し
て
い
な
い
こ
と

＊�

③
特
定
目
的
住
宅
の
入
居
資
格
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
書
配
付
日

　
６
月
16
日
（
火
）
か
ら

受
付
期
間
（
閉
庁
日
は
除
く
）

　
６
月
19
日
（
金
）
か
ら

　
６
月
26
日
（
金
）
ま
で

申
込
書
配
付
・
受
付
場
所

　
㈱
創
建
窓
口
（
本
庁
３
階
）
と
建

築
住
宅
課
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
総
務

教
育
課

申
込
方
法

　
入
居
申
込
書
と
必
要
な
書
類
を
窓

口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
電
話
や
郵

送
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

入
居
方
法

　
公
開
抽
せ
ん
で
補
欠
順
位
を
決
定

し
、
空
室
が
で
き
次
第
順
番
に
入
居

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

◆
唐
津
地
区
の
市
営
住
宅
な
ど

　
市
営
住
宅
指
定
管
理
者
㈱
創
建

　
（
☎
０
１
２
０
︱
７
４
０
︱
７
８
４
）

◆	

そ
の
他
地
区
の
市
営
住
宅
な
ど

　
建
築
住
宅
課
（
☎
７
２
︱
９
１
３
９
）

　

 

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
総
務

教
育
課

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
補
欠
者
を
募
集
し
ま
す

申
請
で
き
る
建
物

◆�

市
内
に
あ
る
、
木
造
か
軽
量
鉄

骨
造
の
空
き
家
住
宅

◆�

市
が
行
う
危
険
度
判
定
事
前
調

査
の
結
果
、
基
準
を
満
た
し
た

空
き
家
住
宅

◆�

土
地
や
建
物
の
所
有
関
係
が
明

ら
か
で
、
所
有
権
以
外
の
権
利

が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の

申
請
で
き
る
工
事

◆�

市
に
競
争
入
札
参
加
資
格
登
録

が
あ
る
市
内
業
者
に
発
注
す
る

工
事

◆�

住
居
の
建
て
替
え
や
土
地
の
譲

渡
が
目
的
で
は
な
い
工
事

◆�

建
築
物
の
す
べ
て
を
除
却
す
る

工
事

補
助
金
額

　
除
却
工
事
費
用
の
２
分
の
１

　
（
限
度
額
50
万
円
）

問
い
合
わ
せ

建
築
住
宅
課（

☎
７
２
︱
９
１
３
９
）

老
朽
危
険
空
き
家
の
除
却
費
用
を
助
成
し
ま
す

募集する市営住宅

①一般市営住宅

※ 60歳以上の人には、
単身で入居可能な住
宅もあります。

唐 津 二タ子・和多田・江ノ尻・旭が丘・西旗・新開・臨港・
中原・西浦・高島・西唐津・ラコルテ和多田

浜 玉 高虹
厳 木 中島・岩屋・新屋敷・桜が丘・本山・新屋敷（改良）
相 知 緑山・押川・コーポラスのぞみ
北波多 千草野・稗田・立園（改良）・岸山（改良）
肥 前 星賀・納所

②特定公共賃貸住宅 ラコルテ和多田・北波多田中
③特定目的住宅 若者住宅（厳木町牧瀬）、第１～第３七山住宅（七山滝川）
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が
ん
ば
る
商
店
街
等
支
援
の
事
業

実
施
者
を
募
集
し
ま
す

募
集
事
業

◆
共
同
施
設
等
整
備
事
業

　
街
灯
・
看
板
整
備
な
ど�

◆
共
同
事
業
等
支
援
事
業

　
販
売
促
進
活
動
な
ど

◆
新
規
出
店
支
援
事
業

　
空
き
店
舗
な
ど
へ
の
出
店�

補
助
対
象
区
域

　

唐
津
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
に
定
め
る
認
定
区
域
外
の

地
域

補
助
金
額

◆	

共
同
施
設
整
備
事
業
、新
規
出
店

支
援
事
業

　

�

工
事
経
費
な
ど
の
２
分
の
１
（
限

度
額
１
０
０
万
円
）

◆
共
同
事
業
等
支
援
事
業

　

�

広
告
宣
伝
費
な
ど
の
２
分
の
１

（
限
度
額
50
万
円
）

＊�
応
募
の
あ
っ
た
事
業
の
中
か
ら

事
業
内
容
な
ど
の
審
査
を
し
、

対
象
者
を
決
定
し
ま
す
。

＊�

予
算
額
に
な
り
次
第
締
め
き
り

ま
す
。

　

市
の
審
議
会
や
委
員
会
へ
女
性

委
員
を
積
極
的
に
登
用
す
る
た
め
、

委
員
の
候
補
に
な
る
人
材
情
報
「
女

性
人
材
バ
ン
ク
」
の
登
録
者
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
に
在
住
・
勤
務
す
る
女
性

で
次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
人

◆
審
議
会
委
員
な
ど
の
経
験
者

◆�

各
分
野
の
専
門
的
知
識
や
技
術

を
持
っ
て
い
る
人

◆�

市
民
活
動
な
ど
、
各
分
野
で
活

動
実
績
が
あ
る
人

◆�

審
議
会
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
、

発
言
が
で
き
る
人

◆�

県
や
市
の
男
女
共
同
参
画
事
業
、

研
修
な
ど
に
参
加
し
た
人　

申
込
方
法

　

登
録
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
、
男
女
共
同
参

画
・
地
域
づ
く
り
課
や
各
市
民
セ

ン
タ
ー
総
務
教
育
課
に
準
備
し
て

い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

男
女
共
同
参
画
・
地
域
づ
く
り
課

（
☎
７
２
︱
９
２
３
９
）

女
性
人
材
バ
ン
ク
に

　
　
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

唐
津
の
商
工
業
者
を
応
援
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ

�

商
工
ブ
ラ
ン
ド
課
（
☎
７
２
︱
９
１
４
１
）

創
業
・
新
事
業
を
応
援
し
ま
す

◆ 

創
業
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
補
助
事
業

　

市
内
で
創
業
す
る
人
で
、
佐
賀

県
制
度
融
資
「
独
立
・
創
業
資
金
」

の
融
資
を
受
け
、
佐
賀
県
信
用
保

証
協
会
に
信
用
保
証
料
を
完
納
し

て
い
る
人
に
、
信
用
保
証
料
自
己

負
担
額
の
全
額
を
補
助
し
ま
す
。

◆
新
事
業
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
補
助
事
業

　

市
内
で
新
事
業
に
取
り
組
む
人

で
佐
賀
県
制
度
融
資
「
新
事
業
活

動
促
進
資
金
」「
事
業
転
換
資
金
」

「
企
業
経
営
力
強
化
資
金
」
の
ど
れ

か
の
融
資
を
受
け
、
佐
賀
県
信
用

保
証
協
会
に
信
用
保
証
料
を
完
納

し
て
い
る
人
に
、
信
用
保
証
料
自

己
負
担
額
の
３
分
の
１
（
限
度
額

20
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

経
営
力
の
向
上
を
目
指
す
中
小
企

業
を
応
援
し
ま
す

◆
人
材
育
成
事
業

　

�

研
修
な
ど
の
受
講
費
の
２
分
の

１
（
限
度
額
１
万
円
）

◆
専
門
家
招
へ
い
事
業

　

�

診
断
助
言
を
受
け
る
た
め
の
専

門
家
謝
金
な
ど
の
２
分
の
１

　
（
限
度
額
５
万
円
）

◆
販
路
拡
大
事
業

　

�

見
本
市
な
ど
の
出
店
経
費
の
２

分
の
１
（
限
度
額
10
万
円
）

◆
展
示
会
等
開
催
事
業

　

�
商
品
な
ど
の
展
示
会
を
開
催
す

る
費
用
の
２
分
の
１

　
（
限
度
額
20
万
円
）

創業相談を実施しています
　創業を考えている人や創業し
て間もない人が抱える問題の相
談に、創業支援アドバイザーが
応じます。
対象者
◆市内での創業を考えている人
◆市内で創業して１年以内の人
相談料
　無料
　(事前にお申し込みください)
相談回数・時間
　相談者１人につき３回まで
　（相談１回あたり４時間まで）

申込み・問い合わせ

商工ブランド課
（☎７２−９１４１）
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地
域
の
活
性
化
や
、
課
題
の
解

決
に
自
主
的
・
自
発
的
に
取
り
組

む
事
業
費
に
補
助
し
ま
す
。
地
域

貢
献
活
動
を
促
進
し
、
市
を
活
気

づ
け
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
６
月
１
日
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
設
置
が
完
全
義
務
化

さ
れ
、
４
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
火
災
の

発
生
を
い
ち
早
く
感
知
し
、
就
寝

中
な
ど
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

３
月
末
時
点
で
、
市
の
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
率
は
67
％
で

す
。
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

最
寄
り
の
電
気
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
で
購
入
で
き
、
取
り
付
け
も

簡
単
で
す
。

　
唐
津
市
で
は
、寝
室
と
階
段
へ
の

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

申
請
で
き
な
い
事
業

◆�

ソ
フ
ト
事
業
で
５
年
間
補
助
金

を
受
け
た
団
体
の
事
業

◆�

整
備
事
業
で
補
助
金
を
受
け
た

翌
年
度
か
ら
５
年
経
過
し
て
い

な
い
団
体
の
事
業

◆�

政
治
的
・
宗
教
的
活
動
を
目
的

と
す
る
事
業

◆�

国
、
県
や
ほ
か
の
市
町
村
の
補

助
金
を
受
け
る
事
業

申
請
で
き
る
団
体

　
市
民
５
人
以
上
の
任
意
団
体

補
助
の
対
象
経
費

　

事
業
を
実
施
す
る
う
え
で
必
要

と
認
め
る
経
費
（
団
体
の
運
営
費
、

食
糧
費
、
そ
の
他
個
人
の
利
益
に

つ
な
が
る
経
費
な
ど
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
）

＊
地
域
ま
ち
づ
く
り
会
議
と
は

　

地
域
自
ら
が
、
地
域
の
取
り
組

み
を
協
議
し
ま
す
。
構
成
団
体
へ

の
登
録
方
法
や
会
議
開
催
時
期
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

男
女
共
同
参
画
・
地
域
づ
く
り
課

（
☎
７
２
︱
９
２
２
０
）

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
総
務
教

育
課

10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
長
期
間

使
用
す
る
と
、
電
子
部
品
の
劣
化

や
電
池
切
れ
な
ど
で
、
火
災
を
感

知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
10
年
を
目
安
に
交
換
し

ま
し
ょ
う
。

設
置
時
期
を
確
認
す
る
に
は

　

設
置
し
た
と
き
に
記
入
し
た
設

置
年
月
を
確
認
す
る
か
、
本
体
に

記
載
さ
れ
て
い
る
製
造
年
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
た
と
き
は
、

本
体
の
側
面
な
ど
に
設
置
年
月
を

記
入
し
ま
し
ょ
う
。

悪
質
業
者
の
訪
問
販
売
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

　

悪
質
業
者
が
消
防
署
職
員
を
名

乗
り
、
自
宅
を
訪
問
し
「
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
販
売
し
て
い
ま
す
」

「
点
検
し
て
い
ま
す
」
と
言
っ
て
、

高
額
な
代
金
を
請
求
す
る
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
防
署
で

は
訪
問
販
売
な
ど
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
７
２
︱
４
１
４
９
）

︱
あ
な
た
の
家
と
家
族
を
守
り
ま
す
︱

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

が
ん
ば
る
地
域
応
援
事
業
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

事業内容 対象事業 補助率 限度額

地域の連帯感の醸成及び活性化を図るソ
フト事業

小規模事業 10分の  9以内 20万円

大規模事業 10分の  8以内 50万円

地域が所有又は管理する施設等の整備事
業

改修 2分の  1以内 50万円

新設 2分の  1以内 100万円

〈平成27年度拡充事業〉
魅力ある地域社会の形成を図る地域創生事業

＊地域まちづくり会
議で認められた事業 10分の10以内 500万円

※詳しくは、市ホームページをご覧ください。
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市
で
は
、
生
活
環
境
の
向
上
と

交
通
安
全
の
確
保
を
目
指
し
、
私

道
を
整
備
す
る
人
に
助
成
金
を
支

給
し
ま
す
。

対
象
経
費

　

舗
装
工
事
、
側
溝
工
事
、
防
護

柵
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
交
通

安
全
施
設
工
事
に
必
要
な
経
費

助
成
を
受
け
る
た
め
の
条
件

◆�

開
発
行
為
や
住
宅
販
売
な
ど
の

目
的
で
な
い
こ
と

◆�
道
路
の
幅
員
が
1.8
メ
ー
ト
ル
以

上
あ
る
こ
と

◆�

私
道
の
形
状
が
次
の
ど
れ
か
に

該
当
す
る
こ
と

　

市
内
で
化
粧
品
な
ど
の
原
料
に

な
る
植
物
（
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
原

料
素
材
）
の
栽
培
ビ
ジ
ネ
ス
に
取

り
組
む
人
に
、
種
苗
の
購
入
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

◆�

市
内
に
住
所
が
あ
る
個
人
・
法

人�

◆�

市
内
に
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
原
料

素
材
を
栽
培
す
る
場
所
が
あ
る

こ
と
（
借
上
を
含
む
）�

◆�

自
己
の
責
任
で
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ

ク
原
料
素
材
を
栽
培
し
、
適
切

に
維
持
管
理
で
き
る
こ
と�

対
象
経
費	

　
種
苗
の
購
入
に
必
要
な
経
費
（
税

抜
き
価
格
）
で
す
。�

＊
補
助
は
１
人
１
回
限
り
で
す
。�

＊�

対
象
経
費
が
２
万
円
に
満
た
な

い
と
き
は
、
補
助
金
交
付
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。�

補
助
額	

　

補
助
対
象
経
費
に
２
分
の
１
を

乗
じ
て
得
た
額
（
１
，
０
０
０
円

未
満
は
切
り
捨
て
）。�

＊
上
限
は
30
万
円
で
す
。

　
①�

両
端
が
公
道
に
接
続
し
て
い

る

　
②�

両
端
の
一
方
が
公
道
に
接
続

し
、
他
方
が
小
学
校
や
保
育

園
な
ど
の
公
共
施
設
に
接
続

し
て
い
る

　
③�

一
端
が
公
道
や
整
備
さ
れ
た

道
路
に
接
続
す
る
袋
小
路
状

で
、
関
係
民
家
が
２
戸
以
上

あ
る

◆�

舗
装
工
事
を
行
う
と
き
に
、
道

路
面
排
水
と
流
末
処
理
が
可
能

で
あ
る
こ
と

◆�

道
路
が
で
き
て
か
ら
３
年
以
上

経
つ
こ
と

助
成
額

　

市
が
適
当
と
認
め
た
対
象
経
費

の
２
分
の
１
以
内

　
（
上
限
100
万
円
）

＊�

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

道
路
河
川
管
理
課

（
☎
７
２
︱
９
１
３
３
）

申
込
方
法	

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

次
の
書
類
と
一
緒
に
直
接
コ
ス
メ

テ
ィ
ッ
ク
産
業
推
進
室
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。��

◆�

事
業
計
画
書
（
購
入
し
た
種
苗

を
育
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
誰

に
販
売
す
る
の
か
な
ど
、
栽
培

ビ
ジ
ネ
ス
全
体
の
事
業
計
画
書
）�

◆�

予
算
書�

◆�

法
人
の
場
合
は
、
役
員
名
簿�

◆�

種
苗
購
入
経
費
の
見
積
書�

◆�
栽
培
場
所
の
位
置
図
と
現
況
写

真
◆�
栽
培
場
所
の
土
地
か
建
物
の
登

記
事
項
証
明
書
（
借
上
の
場
合

は
、
借
上
を
確
認
で
き
る
書
類
）�

◆�

個
人
の
場
合
は
、
住
民
票
の
写

し�

◆�

法
人
の
場
合
は
、
登
記
事
項
証

明
書
と
定
款

＊�

そ
の
他
、
必
要
な
書
類
の
提
出

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
推
進
室

（
☎
５
３
︱
７
１
４
８
）

コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
原
料
素
材
の

栽
培
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
人
を
応
援
し
ま
す

私
道
の
舗
装
や
防
護
柵
の
設
置
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
用
を
助
成
し
ま
す
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◆
文
字
の
大
き
さ
を
変
え
る

　

文
字
サ
イ
ズ
変
更
ボ
タ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
文
字
の
大

き
さ
を
拡
大
・
縮
小
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
ペ
ー
ジ
の
色
合
い
を
変
更
す
る

　

色
合
い
変
更
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
こ
と
で
、
ペ
ー
ジ
の
色
合

い
を
青
・
黄
色
・
黒
の
３
通
り
に

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

広
報
広
聴
課　（☎

７
２
︱
９
１
８
９
）

　

３
月
１
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
を
含
む
誰
も
が
よ
り
見
や

す
く
、
快
適
に
利
用
で
き
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

音
声
読
み
上
げ
へ
の
対
応

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
ペ
ー
ジ
が
読

み
上
げ
ソ
フ
ト
に
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

読
み
上
げ
ソ
フ
ト
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
る
と
き
は
、
個
人
で

読
み
上
げ
ソ
フ
ト
を
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。

文
字
サ
イ
ズ
・
色
合
い
の
変
更

　

利
用
す
る
人

の
視
力
に
あ
わ

せ
て
文
字
の
大

き
さ
や
色
合
い

を
変
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

暮
ら
し
の
情

報
、
唐
津
ま
ち

ナ
ビ
の
ペ
ー
ジ

上
段
に
あ
る
変

更
ボ
タ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と

変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
難
し
い
人
は
、
申
請
す
る
こ

と
で
保
険
料
の
全
額
か
一
部
が
免

除
さ
れ
る
制
度
と
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
部
免
除
に
該
当
し

て
も
、
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な

い
と
免
除
が
無
効
に
な
り
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

免
除
制
度
の
対
象
者

◆�

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前

年
の
所
得
が
基
準
額
を
下
回
る

人
◆�

災
害
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
難
し
い
人

猶
予
制
度
の
対
象
者

◆�

30
歳
未
満
の
本
人
と
配
偶
者
の

所
得
が
基
準
額
を
下
回
る
人

問
い
合
わ
せ

◆
日
本
年
金
機
構
唐
津
年
金
事
務
所

（
☎
７
２
︱
５
１
６
１
）

◆
保
険
年
金
課（

☎
７
２
︱
９
１
２
１
）

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
福

祉
課

　

行
政
の
対
応
や
説
明
に
納
得
で

き
な
い
こ
と
や
、
こ
う
し
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
、
お
困
り
の
こ
と

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
定
例
の
行
政
相
談
を
毎
月

行
っ
て
い
ま
す
。
日
程
な
ど
詳
し

く
は
、
20
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

行
政
相
談
委
員

問
い
合
わ
せ

◆
佐
賀
行
政
評
価
事
務
所

　
（
☎
０
９
５
２
︱
２
２
︱
２
６
５
１
）

◆
総
務
課
（
☎
７
２
︱
９
１
１
３
）

国
民
年
金
保
険
料
の

　
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

行
政
へ
の
苦
情
や
要
望
を

　
　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
機
能
を
紹
介
し
ま
す

誰
も
が
使
い
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
し
て
い
ま
す

地区 相談委員 地区 相談委員

北波多 宮
みや

本
もと

　展
てん

光
こう

唐津 佐
さ

伯
えき

　和
かず

子
こ

　

肥前 井
い

本
もと

　直
なお

人
ひと

唐津 岩
いわ

本
もと

　富
とみ

子
こ

　

鎮西 靈
よし

山
やま

　啓
けい

二
じ

浜玉 田
た

中
なか

　　宏
ひろし

　

呼子 谷
たに

口
ぐち

　繁
しげ

美
み

厳木 田
た

久
く

保
ぼ

　峰
みね

子
こ

七山 鬼
おに

木
き

　信
のぶ

義
よし

相知 井
い

手
で

　かおる

黒

黄色

青
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平
成
27
年
度
人
権
標
語
の
募
集

応
募
資
格

　

市
内
に
住
ん
で
い
る
小
学
生
以

上
の
人

応
募
期
限

　
６
月
30
日(

火)

ま
で

＊
当
日
の
消
印
有
効
で
す
。

応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、年

齢(

在
学
中
の
人
は
学
校
名
と
学

年)

、標
語
を
記
入
し
、教
育
委
員
会

生
涯
学
習
文
化
財
課
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
は
各
公
民
館
に
用

意
し
て
い
る
応
募
用
紙
に
記
入
し

て
公
民
館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
応
募
は
１
人
２
作
品
ま
で
で
す
。

＊�

入
賞
作
品
は
、８
月
19
日
開
催
の

市
同
和
問
題
講
演
会
時
に
表
彰

し
、賞
状
と
賞
品
を
贈
り
ま
す
。

郵
送・問
い
合
わ
せ

〒
８
４
７
︱
０
０
１
３

南
城
内
１
番
１
号　
大
手
口
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
６
階

生
涯
学
習
文
化
財
課

（
☎
７
２
︱
９
１
５
９
）

ま
た
は
お
近
く
の
各
公
民
館

対
象
者

　

４
月
１
日
時
点
で
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
人
が

い
な
い
と
き
、次
の
基
準
を
満
た

し
、優
先
順
番
が
高
い
ご
遺
族
１
人

に
支
給
し
ま
す
。

①	

４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
等

援
護
法
の
弔
慰
金
受
給
権
を
取

得
し
た
人

②
戦
没
者
等
の
子

③ 

戦
没
者
等
の
父
母
、孫
、祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹

④�

①
～
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三

親
等
内
の
親
族（
甥
、姪
な
ど
）

＊�

戦
没
者
等
の
死
亡
後
に
生
ま
れ

た
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

＊�

④
に
該
当
す
る
人
は
、戦
没
者
等

の
死
亡
時
に
１
年
以
上
、生
計
関

係
が
あ
っ
た
人
に
限
り
ま
す
。

請
求
期
間

　
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

支
給
方
法・金
額

　

�

５
年
償
還
の
記
名
国
債
で
支
給

額
面
25
万
円

問
い
合
わ
せ

福
祉
総
務
課（

☎
７
２
︱
９
２
５
２
）

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す

人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

　

人
権
擁
護
委
員
の
日
に
は
、全
国

一
斉
に
特
設
人
権
相
談
所
が
開
設
さ

れ
、人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。会
場
や
時
間
な
ど
、詳
し
く

は
20
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
と
は

　
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の
人

た
ち
で
す
。市
で
は
22
人
の
委
員
が

市
役
所
な
ど
で
人
権
相
談
を
受
け
た

り
、小・中
学
校
で
人
権
教
室
を
開
く

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

◆
佐
賀
地
方
法
務
局　
唐
津
支
局

（
☎
７
４
︱
１
４
４
１
）

◆
唐
津
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
☎
７
４
︱
８
８
１
０
）

◆
人
権
・
同
和
対
策
課

（
☎
７
２
︱
９
１
２
５
）

「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」強
化
週
間

　

６
月
22
日(

月)

か
ら
６
月
28
日

(

日)

ま
で
の
７
日
間
は
、全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」
強
化
週
間

で
す
。

相
談
時
間
を
延
長
し
ま
す

　

期
間
中
は
専
用
電
話
に
よ
る
相

談
時
間
を
延
長
し
、平
日
は
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で
、土・

日
曜
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
子
ど
も
の

人
権
に
つ
い
て
の
相
談
に
、法
務
局

職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま

す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
１
２
０
︱
０
０
７
︱
１
１
０
）

氏　名 住　所
宮
み や

﨑
ざ き

　法
ほ う

誠
せ い 佐志浜町

奥
お く

村
む ら

　豊
ゆたか 中町

牟
む

田
た

　恭
きょう

子
こ 菜畑

宮
み や

﨑
ざ き

　高
た か

廣
ひ ろ 石志

岩
い わ

本
も と

　喜
き

代
よ

美
み 町田１丁目

坂
さ か

本
も と

　三
み や こ

ヤ子 鏡
堀
ほ り

　芳
よ し

幸
ゆ き 浜玉町浜崎

吉
よ し

岡
お か

　溢
い つ

子
こ 浜玉町五反田

田
た

中
な か

　信
の ぶ

明
あ き 厳木町岩屋

戸
と

川
が わ

　ヒサ子
こ 厳木町広瀬

塚
つ か

本
も と

　由
ゆ

美
み

子
こ 相知町久保

山
や ま

口
ぐ ち

　訓
く ん

司
じ 相知町伊岐佐

松
ま つ

本
も と

　律
り つ

夫
お 北波多稗田

松
ま つ

竹
た け

　素
も と

子
こ 北波多徳須恵

藤
ふ じ

田
た

　テルノ 肥前町寺浦
伊

い
藤
と う

　寛
ひろし 肥前町切木

北
き た

村
む ら

　宗
む ね

弘
ひ ろ 鎮西町横竹

伊
い

藤
と う

　正
ま さ

己
み 鎮西町名護屋

阿
あ

部
べ

　七
な

海
み

雄
お 呼子町殿ノ浦

溝
み ぞ

口
ぐ ち

　典
の り

子
こ 呼子町殿ノ浦

瀬
せ

戸
と

　順
よ り

子
こ 七山藤川

小
お

形
が た

　健
け ん

一
い ち 七山仁部

唐津市の人権擁護委員
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歯科 休日当番医　診療時間  午前9時～正午 献血車がやってきます

休日などの救急医療体制
◎まず、初期救急医療機関で外来診療を受けましょう。
◎入院が必要な重症患者には、
　�二次救急医療機関（病院群輪番制病院・救急告示病院）を紹介する、搬送
を行うなどの対応をします。
◎�生命にかかわる重篤な患者は、三次救急医療機関（地域救命救急センター）
へ搬送を行い、地域で救急医療の完結を目指します。

急な病気・けがの時は

初期救急医療機関
◎まずは、かかりつけ医で受診しましょう。

◎かかりつけ医が不在の時は、
唐津救急医療センター（千代田町	☎75-5199）

※健康保険証を忘れずにお持ちください

休日（日曜・祝日・振替休日） 平日（小児科のみ）
内科・外科 午前9時～午後9時 月～金曜日 午後8時～翌午前6時
小児科 午前9時～翌午前6時 土曜日 午後5時～翌午前6時

自分で症状の判断がつかない場合や緊急時の問い合わせは
唐津市消防本部	救急医療情報案内（☎73-0043）まで

28日(日)
　��9：30～13：00
　14：00～15：30
　　ひれふりランド(浜玉)

６月

問い合わせ
佐賀県赤十字血液センター

（☎0952-32-1011）

問い合わせ

③�左手の甲の上に右手を垂直にのせ、軽く会釈をしな
がら、右手をあげる

ありがとう

①�両手のひらを下に向け、
そのまま２回下にさげる

今日

②�右手を立てて、人さし指側
であごに２回軽くあてる

本当

「今日は本当にありがとう」トライ・ザ・しゅわ

6
月

7日 (日) 田村歯科医院 ☎73-5212 南城内

14日 (日) 松尾歯科医院 ☎56-6343 浜崎町浜崎

21日 (日) ハシムラ歯科医院 ☎79-6550 和多田用尺

28日 (日) なかむら歯科医院 ☎72-1124 佐志

7
月 5日 (日) 今村歯科医院 ☎70-0222 神田

当番医は予告なく変更される場合があります。
受診前に確認してください。受診時は健康保険証をお持ちください。
　　　　　　　	保健医療課（☎72-9270）
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2015早苗と棚田ウォークin蕨
わらび

野
の

棚田と菜の花実行委員会事務局
(相知市民センター産業課内)　☎53-7125

　早苗がすくすくと育つ時期、心地よい風を受け
て、里山の風景に親しみながら蕨野の棚田を巡る
７キロのコースを歩いてみませんか。
　八幡岳の山麓に広がる蕨野の棚田は、700枚、
約36ヘクタールの規模を誇り、中には8.5メート
ルという日本一の高石積みの棚田もあります。
と　き　６月14日(日)
　　　　受付10：00　スタート10：30
集合場所　蕨野棚田交流広場(相知町平山上)
参加料　小学生以上　1,000円(おにぎり付き)
　※当日受付でお支払いください。
定　員　400人(先着順)
申込期限　６月８日(月)まで
申込方法　電話でお申し込みください。

サライピアノコンサート
｢チェロとピアノの響き｣
相知交流文化センター　☎62-3111

と　き　６月28日(日)
　　　　開場13:00　開演13：30
ところ　相知交流文化センター文化ホール｢サライ｣
入場料　一般　1,000円　高校生以下　500円
　　　　当日は200円増　全席自由
　※３歳未満の人の入場はご遠慮ください。
入 場券販売所　唐津市民会館、相知交流文化セン
ター

相知図書館七夕おはなし会
相知図書館　☎62-4194

内 　容　絵本の読み聞かせ、ブラックパネルシア
ター、手遊びなど

と　き　７月４日(土)
　　　　14：00～15：00
ところ　相知図書館　児童室
入場料　無料

第９回Kinto市民美術祭
近代図書館　☎72-3467

● 和美会絵画展
　６月３日(水)～７日(日)
● 唐津篆

て ん

美
び

会
か い

展(書道展)
　６月10日(水)～14日(日)
● 一玄社書展(書道展)
　６月17日(水)～21日(日)
● からつ写友会写真展
　６月24日(水)～28日(日)
ところ　近代図書館美術ホール　入場料　無料
開館時間　10：00～18：00(入場は17：30まで)
　最終日は17：00で終了
　※６月３日（水）は美術ホールのみ開館

日本稲作発祥の地　末
ま つ

盧
ろ

館　田植祭
末盧館　☎73-3673

　日本稲作発祥の地、菜畑遺跡・末盧館で田植祭
を開催します。皆さんの参加をお待ちしていま
す。当日は末盧館を無料開放します。
内 　容　復元水田での赤米の田植え体験や小学
生によるオカリーナ演奏など

と　き　６月13日(土)　10：30～
ところ　末盧館(菜畑)
※田植えのできる服装で参加してください。

服としあわせのシェアx
エ ク ス チ ェ ン ジ

Change
Smile karatsu　☎050-7100-0060

　日本人は、１年間で約10kgの服を買い、９kgを
捨てているといわれています。x

エ ク ス チ ェ ン ジ

Changeとは、着
なくなった洋服を持ち寄る交換会で、ファッショ
ンをシェアしながらエコロジーとおしゃれをつ
なぐ、新しいイベントです。
と　き　６月21日(日)　受付　10：30
と ころ　市民交流プラザ（大手口センタービル
「O

オ ー テ

tte」３階）交流活動室
参 加料　無料（１人１着以上の洋服をお持ちくだ
さい）
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呼子大綱引
呼子大綱引振興会　☎82-3802

　町内を ｢岡組｣ ｢浜組｣ に分け３回勝負を行いま
す。岡組が勝てば豊作、浜組が勝てば大漁と言い伝
えられています。観光客の皆さんも参加して綱を
引くことができます。引きごたえのある大綱を体
感してみませんか。

◆こども綱　６月６日(土)�13：00～
　　　　　　呼子市民センター前
◆大人綱　　６月７日(日)�13：00～
　　　　　　三神社前

「呼子大綱引を写そう！フォトコンテスト｣同時開催
応募資格　プロ・アマ問いません。
作 　品　カラー・白黒とも四つ切(ワイド四つ切・Ａ
４サイズ可)の単写真
※�入賞作品は来年のポスターなどの採用対象にな
ります。

応募締切　７月10日(金)まで

第27回見帰りの滝　あじさいまつり
(一社)唐津観光協会相知観光案内所
☎51-8312

と　き　６月６日(土)～28日(日)
ところ　相知町見帰りの滝周辺
● バスケットボール大会　６月14日(日)
● 俳句募集
　募集期間　６月６日(土)～28日(日)
● 写真コンテスト募集
　募集期間　６月６日(土)～７月10日(金)
※�見帰りの滝周辺では、交通規制と美化協力金　
（１人200円）をお願いしています。

福岡ソフトバンクホークス観戦応援
バスツアー参加者募集
実行委員会事務局(スポーツ振興課)　☎72-9237
と　き　8月11日(火)
　　　　試合開始18：00
ところ　福岡ヤフオク!ドーム(福岡市)
参加料　1人2,800円
　※観戦チケット、往復バス代込み
対戦相手　オリックス・バファローズ
定　員　500人（先着順）
申込期間　6月10日(水)～26日(金)
申込窓口　スポーツ振興課、各市民センター産業
　課
※申込方法など詳しくはお問い合わせください。
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人権相談
人権・同和対策課　☎72-9125
または各市民センター市民福祉課
６月
１日
(月)

9：00～12：00
ひれふりランド（浜玉）
厳木市民センター１階会議室
10：00～15：00
肥前市民センター101号会議室
13：00～16：00
鎮西市民センター２階会議室

２日
(火)

9：00～12：00
呼子公民館
10：00～15：00
北波多公民館会議室

４日
(木)

9：00～12：00
七山公民館
13：00～16：00
本庁１階市民相談室

９日
(火）

9：00～12：00
ひれふりランド（浜玉）
相知市民センター別館第２会議室

７月
１日
(水)

13：00～16：00
本庁１階市民相談室

金融相談
佐賀県信用保証協会
☎0952-24-4343
●肥前･鎮西･呼子地区
　6/5､ 7/3� 11：00～13：00
　�唐津上場商工会経営支援セン
ター　玄海事務所

●浜玉･厳木･相知･北波多･七山地区
　6/5、7/3� 14：00～15：00
　唐津東商工会　本所
●唐津地区
　6/9、7/14� 10：00～15：00
　唐津商工会議所
※相談料無料、要予約

児童総合相談
子育て支援課　女性･母子･父子、児
童相談室　☎53-7181
　児童の虐待、不登校、ひきこも
りなど、子育ての悩みについて
相談に応じます。
と　き　閉庁日除く毎日
　　　　8：30～17：15
と ころ　女性･母子･父子、児童相
談室(本庁１階子育て支援課前)
※�随時相談可能。電話予約も受
け付けます。

無料法律相談
市民相談室　☎72-9122
または各市民センター市民福祉課
６月
３日
(水)

10：00～12：00
北波多公民館

５日
(金)

10：00～12：00
浜玉市民センター1階相談室

11日
(木)

10：00～15：00
本庁1階市民相談室

16日
(火)

10：00～12：00
相知市民センター1階相談室

18日
(木)

10：00～15：00
本庁1階市民相談室

25日
(木)

10：00～15：00
本庁1階市民相談室

7月
７日
(火)

10：00～12：00
肥前市民センター101号会議室

【予約受付開始日】
本　庁　相談希望日の前週の金曜日から
各市民センター　相談希望日の1週間前から

土地建物の無料相談会
佐賀県宅地建物取引業協会唐津支部
☎73-4486
　借地･借家などの契約や苦情
についてご相談ください。
と　き　６月18日(木)　
　　　　13：30～16：00
と ころ　市民交流プラザ（大手
口センタービル「O

オ ー テ

tte」３階）
第１会議室

消費生活相談
消費生活センター　☎73-0999
と　き　閉庁日を除く毎日�
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階市民相談室

女性・母子・父子総合相談
子育て支援課　女性･母子･父子、
児童相談室　☎53-7180
　女性や母子･父子家庭の生活上
の悩みについて相談に応じます。
と　き　閉庁日除く毎日
　　　　8：30～17：15
と ころ　女性･母子･父子、児童相
談室(本庁1階子育て支援課前)
※�随時相談可能。電話予約も受
け付けます。

行政相談
総務課　☎72-9113
６月
１日
(月)

9：00～12：00
厳木市民センター1階会議室

２日
(火)

9：00～12：00
呼子公民館
10：00～15：00
北波多公民館

４日
(木)

9：00～12：00
七山公民館

９日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド（浜玉）
13：00～16：00
鎮西市民センター2階会議室

16日
(火)

9：00～12：00
相知市民センター別館第3会議室

17日
(水)

10：00～15：00
本庁2階第1会議室

７月
１日
(水)

10：00～12：00
北波多老人憩の家

からだとこころの無料相談
唐津保健福祉事務所　☎73-4185
場所／大名小路
●エイズ相談
　毎週火曜日� 9：00～11：00
　6/16(火)� 17：00～19：00
●骨髄提供希望者登録受付（要予約）
　毎週木曜日� 9：00～11：00
●肝炎ウィルス検査（要予約）
　6/16(火)� 15：00～19：00
●精神保健福祉相談（要予約）
　毎週水曜日� 13：30～16：00
●難病相談
　平日随時実施� 8：30～17：15
●療育･発達相談（要予約）
　6/3(水)� 14：00～14：30
●不妊相談(要予約)
　平日随時実施� 8：30～17：15

こころの相談
唐津市保健センター　☎75-5161
　仕事、育児、家庭、健康などの
相談に、臨床心理士が応じます。
と　き
　６月11日(木)� 14：00～16：00
　６月22日(月)� 9：30～12：00
と ころ　唐津市保健センター
（千代田町）

定　員　１日につき３人(要予約)
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近代図書館
新興町　☎72-3467
　近代図書館４階子どもコー
ナーではおはなしの会「まつぼっ
くり」などが読み聞かせをします。
◆幼児向け絵本の読み聞かせ
　毎週土曜日� 14：00～14：30
◆小学生向け読み聞かせ
　6/6・13� 14：30～15：00
ブックスタートなど
◆0歳児向けブックスタート
　6/10� 受付　10：30～12：00
◆０歳児向けぴよぴよおはなし会
　6/10� 11：00～11：20

相知図書館
相知町相知　☎62-4194
　相知お話会｢虹のぽけっと｣な
どが読み聞かせをします。
◆幼児、児童向け絵本の読み聞かせ
　6/6・20� 14：00～14：30
　相知図書館児童室

唐津幼稚園
西城内　☎72-3438
◆唐津幼稚園であそぼう会
　｢白くまちゃん｣
　6/10　10：00～�砂であそぼう

認定こども園ひぜんこども園
肥前町入野　☎51-6662
◆すこやか広場��
　毎週月曜～金曜日　10：00～15：00

殿の浦愛児園
呼子町殿ノ浦　☎82-2932
◆エンジェルひろば
　毎週月･水･金曜日(6/5除く)、
　6/6� 10：00～15：00

呼子保育園
呼子町呼子　☎82-3926
◆ポッポの広場
　毎週火・水･金曜日、6/6
� 9：00～16：00

認定こども園昭和幼稚園・な
かよし保育園
北城内　☎72-4380
◆子育て支援「ほかほか」
　毎週水曜日� 10：00～15：00
※事前に連絡してください。

町田保育園子育て支援センター
町田3丁目　☎0120-192-168
◆わんぱくサロン
　�毎週月曜～土曜日(6/6･11･19･23
除く)� 9：00～14：00
※事前に連絡してください。

双葉保育園
浜玉町浜崎　☎56-8385
◆子育てひろば
　6/2･9･16･19･23� 10：00～11：30
◆なかよしひろば
　毎週月･水･木･金曜日
� 10：00～15：00
　毎週火曜日� 11：30～16：30
　毎週土曜日� 8：30～13：30

なごや保育園
鎮西町名護屋　☎82-1129
◆なごやか広場
　(場所：大久保コミュニティセンター)
　毎週火･水･金曜日、6/27

10：00～15：00

山本保育園
山本　☎78-0156
◆ひなたぼっこ（場所：山本西隣保館）
　毎週月･水･金曜日　10：00～15：00

認定こども園呼子中央こども園
呼子町呼子　☎82-3333
◆よいこの広場
　毎週月･水･金曜日　10：30～15：00

認定こども園リョーユー幼稚園
和多田　☎74-7500
◆リョーちゃんひろば
　毎週月曜～金曜日　10：00～15：00

青葉保育園
二タ子1丁目　☎72-4788
◆あおばのつどい
　6/2･13･17・23・27　10：00～12：00
◆｢同じ年齢の友達と遊ぼう」など
　毎週月曜～金曜日　10：00～15：00

平原保育園
浜玉町平原　☎56-6529
◆なかよしひろば
　毎週水曜日� 10：00～11：00
◆園庭開放など
　毎週月曜～金曜日　10：00～16：00
　毎週土曜日� 8：00～11：00

認定こども園相知エルアンこど
も園　相知町中山 　☎51-8020
◆にこにこ広場
　６/1･10･17･22･24･29

10：00～15：00
◆園開放　毎週月･水･金曜日

10：00～15：00

北波多第二保育園
北波多田中　☎64-2710
◆子育てサロン
　6/9･16･23� 10:00～11：00
◆ひまわり広場（前日までに要予約）
　毎週月曜～金曜日　10：00～15：00

認定こども園虹の森保育園
鏡　☎74-0660
◆ころころらんど
　6/9･16･23･26･30� 10：00～

認定こども園唐津ルーテル
こども園　坊主町　☎72-2518
◆ルーテルひろば
　6/1･2･4･8･9･13･15･17･18･22・
　23・25・29� 9：00～14：00

認定こども園唐津カトリック
幼稚園　山下町　☎72-2755
◆カトリックひろば
　6/2･9･16･25･30　9：00～14：00
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絵本の読み聞かせ講習会
近代図書館　☎72-3467

と　き　６月18日(木)
　　　　13：30～15：30
ところ　近代図書館４階会議室
演　題　｢誰でも楽しめる朗読・読
　みきかせ��～話すように読む～｣
講　師　鑪

たたら

　しずこさん
　　　　(フリーアナウンサー)
入場料　無料
※�一時保育は事前申込が必要で
す。詳しくはお問い合わせく
ださい。

身体障害者更生相談
障がい者支援課　☎72-9150

と　き　７月２日(木)�
　　　　13：30～15：00
　　　　（受付　13：00）
※前日までに予約してください。
と ころ　障がい者支援センター
(りんく)

相 談内容　身体障害者手帳の交付
について(整形外科・耳鼻咽喉科)、
補装具の交付や修理について

相談料　無料

夏季プール監視アルバイト募集
スポーツ振興課　☎72-9237

対 象者　50メートル以上泳げる
健康な人

仕 事内容　入場整理、遊泳監視
など

勤 務場所　中瀬プール、二タ子
児童プール

勤 務期間　７月17日(金)～９月
１日(火)

勤務時間　9：00～17：30
募集人数　10人程度
募集期限　６月30日(火)まで

手話教室受講生募集
障がい者支援センター（りんく）
☎72-9169　 FAX74-5628

と 　き　６月16日からの毎週火
曜日と金曜日の全40回
　18：30～20：00
と ころ　障がい者支援センター
(りんく)

受講料　無料
申 込方法　障がい者支援セン
ターに準備している申込用紙
でお申し込みください。

墓地公園の利用者を募集します
生活環境対策課　☎72-9124

　墓地は納骨室が地上式の統一
規格墓地です。墓標や墳墓など
は別途個人で建立してくださ
い。
申込資格
● 市内に住所がある人
●市内に本籍がある人
●墓地として利用する人
永代使用料　700,000円
管理料　年間6,000円
※詳しくはお問い合わせください。

寺子屋｢古文書塾｣塾生募集
近代図書館　
☎72-3467　FAX72-3523
内 　容　郷土に残る古文書の解
読と、その歴史的背景の解説

と　き　毎月第２・４火曜日
　　　　10：30～12：00
ところ　近代図書館４階会議室
受 講料　年間2,000円(教材費、
通信費)

募集期限　６月30日(火)まで
申 込方法　電話・ファクスで申
込者の郵便番号・住所・名前・
電話番号をお知らせくださ
い。

し尿収集手数料を改定します
生活環境対策課　☎72-9124
　10月１日から、し尿収集手数料
を改定します。皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。
変更前
● 18リットルにつき190円
● 最低料金　1,230円
● �臨時に収集する場合は、１回に
つき2,160円を加算

変更後
● 18リットルにつき216円
● 最低料金　1,436円
● �臨時に収集する場合は、１回に
つき2,322円を加算
※�18リットル未満の場合は、18
リットルとして計算します。

平成27年度慰霊巡拝参加者募集
福祉総務課　☎72-9252
　厚生労働省では、戦没者を慰霊
するため、ご遺族の慰霊巡拝を実
施しています。
慰霊巡拝先
　沿海地方、ウズベキスタン、中
国東北地方、東部ニューギニア、
インドネシア、硫黄島、北ボルネ
オ、パラオ、フィリピン
※�申込方法、申込期限、巡拝の時
期など詳しくはお問い合わせ
ください。

平成26年度住民基本台帳閲
覧件数などを公表しています
市民課　☎72-9120
　請求者、請求理由などが分かる
閲覧実績は、市民課、各市民セン
ターで見ることができます。

水道週間
６月１日～６月７日

唐津市水道局

カラカラで 蛇口に飛び込む 僕の口
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唐津年金事務所内の協会け
んぽ受付窓口を廃止します
全国健康保険協会(協会けんぽ)
佐賀支部　☎0952-27-0611
　６月30日で唐津年金事務所内
の協会けんぽ受付窓口を廃止し
ます。７月以降は、郵送で提出し
てください。
※�７月以降は、唐津年金事務所
内に申請書のみ準備していま
すが、受付などはできません。

対 象者　協会けんぽ佐賀支部に
加入している人(水色の健康保
険証を持っている人)

郵 送先　〒840-8560　佐賀市
駅南本町6-4　佐賀中央第一
生命ビル２階　全国健康保険
協会佐賀支部

糖尿病教室　受講生募集
唐津赤十字病院　☎72-5111
と　き　６月の毎週水曜日
　　　　15：00～16：00
　10日(水)　食事療法
　11：00～12：30
　実食もできます（１食300円）
ところ　唐津赤十字病院
受講料　無料

第22回21世紀社会福祉セミ
ナー
佐賀県社会福祉士会
☎0952-36-5833
　任意後見制度の利用方法や、
利用することのメリットなどに
ついてのセミナーです。
と　き　６月20日(土)
　　　　13：00～16：30
と ころ　佐賀県生涯学習セン
ター��アバンセホール･研修室Ｂ

定　員　300人　受講料　無料
※事前に申し込みが必要です。

チャレンジスポーツ教室(ヨット)
佐賀県ヨットハーバー　
☎73-7041
玄海セーリングクラブ　
☎74-3598
と 　き　６月７日(日)、21日(日)、
28日(日)　9：00～12：00

ところ　佐賀県ヨットハーバー
対象者　小・中学生、高校生
定　員　50人　参加料　無料
持 ってくる物　水着、長袖、長ズ
ボン、靴、着替えを入れる袋、
眼鏡ストッパー(眼鏡の人)、着
替え

平成26年度情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況
情報公開室　☎72-9183

｢お出かけ講座志
し

援
え ん

隊
た い

｣ をご
利用ください
男女共同参画・地域づくり課
☎72-9239
　呼子町地域婦人会が地域に出
向き、日常の身近なことを題材
にした朗読劇を通して、男女共
同参画の考え方をわかりやすく
お伝えします。
対象になる催し
　�市民が組織する団体(自治会、
サークル、ＰＴＡなど)や、市内
に事務所を置く法人などが主
催する集会など

実 施期間　平成28年３月31日
まで

申 込方法　受講希望日の１か月
前までに男女共同参画・地域
づくり課に準備している申込
書でお申し込みください。申
込書は、市ホームページから
ダウンロードもできます。

6/23～29は男女共同参画
週間です
男女共同参画・地域づくり課
☎72-9239

　市では、｢男女共同参画週間｣
にあわせて、パネルなどを展示
します。
と　き　６月23日(火)～29日(月)
と ころ　市役所玄関ホールと近
代図書館４階

展示内容
● 男女共同参画関連のパネル
●一言メッセージ入賞作品
●男女共同参画川柳・ポスター
●市民団体の活動紹介など
※�活動紹介展示を行う市民団
体・グループを募集します。６
月17日(水)までに連絡してく
ださい。

請求件数 開示の方法
閲覧 写しの交付 その他

105 8 97 0

区　分 件数
開示請求 25
訂正請求 0
利用停止請求 0

合　計 25

処理状況

開示 8
部分開示 16
不開示 0
不存在 1
取下げ 0

不服申立て 0

開示 部分開示 不開示 不存在 取下げ
23 42 5 17 18

不服申立て 0
実施機関 件数 実施機関 件数

市長 78 選挙管理委員会 1
ボートレース競走事業 0 監査委員 0
水道事業 2 公平委員会 0
消防長 1 農業委員会 3
教育委員会 14 固定資産評価審査委員会 0
議会 6 合　計 105

情報公開制度の実施状況 個人情報保護制度の実施状況
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固定資産税の減免申請期限は６月23日（火）まで
税務課固定資産係　☎72-9118
　自治会などが所有している集
会所や広場など(地域住民が利用
する公共施設)は申請することで
固定資産税が減免されます。
申請に必要なもの
　区長・自治会長などの証明を
受けた無償使用証明書(委任状が
必要な場合があります)

申 請方法　６月中旬に送付する
｢平成27年度集合税額決定納
税通知書｣ と印鑑(納税義務者
本人か、区長・自治会長・町内
会長の印鑑)を持って、税務課
固定資産係または各市民セン
ター市民福祉課に申請してく
ださい。

後期高齢者医療の加入者は、自
宅で健康相談が受けられます
佐賀県後期高齢者医療広域連合
☎0952-64-8476
　(株)日本医事保険教育協会の
訪問健康相談員(保健師、看護師、
管理栄養士)が自宅を訪問し、健
康づくりや療養の仕方などにつ
いての相談・情報提供・アドバイ
スをします。
実施時期(予定)　
　１回目　６月～７月
　２回目　９月～10月
対 象者　佐賀県後期高齢者医療
の被保険者のうち、医療機関
を受診している人の中から任
意で選ばれた人

相談料　無料
※�対象者には個別に案内文書を
郵送します。

記帳開始説明会・消費税等説明会
唐津税務署　☎72-3143
ところ　唐津総合庁舎大会議室
●記帳開始説明会
と　き　６月19日(金)
　　　　10：00～12：00
対 象者　事業所得、不動産所得、
山林所得が生じる業務を行う
人で、新規開業の人や、新規記
帳義務者になった人

●消費税等説明会
と　き　６月19日(金)
　　　　13：30～15：30
対 象者　消費税課税事業者で、
新規に課税事業者になった人
や消費税固有の記帳方法が分
からない人

｢セラピューティック・ケア｣
実技付きミニ講座
唐津市社会福祉協議会
☎75-2290　 FAX70-2338
　ボランティアとして活動する
ために、両手のぬくもりだけで
心を伝え、心身を癒す手技を学
びます。
●６月23日(火)� 13：30～15：30
　相知交流文化センター研修室Ａ
●７月９日(木)� 10：00～12：00
　高齢者ふれあい会館りふれ
　２階研修室
定　員　各30人　受講料　無料

６月 スマートフォン
サイト 携帯サイト

モーニングレース「朝ドキ!からつ」実施中(1Rスタート展示 8：31)　※外向発売所ドリームピットでは7時30分から毎日発売

ボートレースの収益金は、学校や公民館をはじめとする公共施設の建設など、地方財政の改善に貢献しています。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

開門
時間 8:15 8:15 10:00 8:15 10:00 8:15

本場 か・らっキーカップ 第５回
あじさい特別

唐津ヴィーナスシリーズ
第３戦

第６回
虹の松原カップ

場外 GⅡ  津MB大賞
（4日～7日のみ発売） GⅠ  江戸川周年 SGグランドチャンピオン

（宮島）

◆	市・県民税、固定資産税、国民
健康保険税
　第１期納期限� ６月30日(火)
　口座振替日� ６月26日(金)
　夜間納税相談� ６月11日(木)
� 25日(木)
� の午後７時まで
問い合わせ

税務課（☎72-9188）
◆後期高齢者医療保険料
　第１期納期限� ６月30日(火)
　口座振替日� ６月26日(金)
問い合わせ

保険年金課（☎72-9123）
◆介護保険料
　第１期納期限� ６月30日(火)
　口座振替日� ６月25日(木)
問い合わせ

高齢者支援課（☎70-0101）

納付のお知らせ
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　前回までに大
おお

友
ども

遺跡・森田支石
墓群・葉

は

山
やま

尻
じり

支石墓群の説明をし
ましたが、いずれもキーワードは
支石墓でした。今回支石墓につい
てもう少し深く掘り下げて説明し

ましょう。
　あらためて説明すると、支石墓とはお墓の一種で、
遺
い

骸
がい

を埋葬した場所を取り囲むように石を数個並べ、
その地上に埋葬地を覆うような巨大な石を載せる墓
制です。巨石が遺骸をすっぽり覆い隠すようなお墓
といえばわかるでしょうか。このように巨大な石を
お墓に利用するのは世界各地にみられますが、日本
列島には朝鮮半島を経由して伝わりました。日本列
島に伝わった直後は、朝鮮半島のものとよく似た支
石墓が大友遺跡で造成されています。しかし、支石
墓という習俗が大友遺跡から森田支石墓群・葉山尻

「末盧国をめぐる物語」（７）
「支石墓とは？」

支石墓群など次第に他の地域に拡散していくうちに、
縄文時代からあった伝統的な壺

つぼ

棺
かん

や屈葬を取り入れ
るなど、新たな習俗と伝統的な習俗を融合させた、
独自のお墓を形成していくことがわかりました。
　支石墓が形成された地域、つまり伝わった範囲で
すが、福岡県糸島市には志

し

登
と

支石墓群や井
い

田
た

用
よう

会
え

支
石墓群が造成されていますが、福岡市内では確認さ
れていませんので、今のところ糸島市が東限です。
糸島市から唐津、東松浦半島、平戸市、五島列島か
ら島原半島、佐賀市で支石墓が造成されているのが
確認されています。このように支石墓が造成された
範囲は非常に限定的で、朝鮮半島から伝わった際に、
伝えた集団が異なったのか、もしくは自分たちに必
要な文化だけ取り入れたのかもしれません。
　支石墓は弥生時代中期中ころには終えんを迎えて
います。

問い合わせ 		生涯学習文化財課（☎72-9171）

唐津今昔物語37

唐ワンくんの

編	集	後	記　―市報からつ編集室から―
◆�春は、新緑やきれいな花が取材する私たちも楽しませてくれ
ました。春から初夏は、楽しいイベントが数多くあり、気温
もちょうどよく取材するにも１番心地いい季節です。これか
ら梅雨が来ます。雨の日の取材はあまり好きではありません
が、雨だからこそ美しく映える景色やお花など、風情のある
写真を撮影したいです（咲）

◆�先日、サガン鳥栖の試合を見に行きました。サガン鳥栖のホー
ムスタジアムのベストアメニティスタジアムは、ピッチと観
客席が近く、迫力ある観戦ができます。唐津市では、観戦応
援バスツアーが予定されていますので、ぜひご参加ください。
唐津からサガン鳥栖を盛り上げていきましょう（弘）

☆日曜日も証明などが受け取れます
時間　9：00～12：00
取 扱業務　住民票の写しの交付/印鑑登録証明書
の交付/戸籍謄本(全部事項証明)・抄本(個人事
項証明)の交付/戸籍届出受付/パスポートの交
付/臨時運行許可証の交付

☆電話予約で時間外に受け取れます
予約受付	 月～金(祝日除く)	 8：30～17：00
受取時間	 月～金(祝日除く)	 17：30～20：00
	 土・祝日	 9：00～12：00
受取場所	 予約をした本庁・市民センターの当直室
受 け取れる証明書　住民票の写し（本人か同一世
帯の人）、印鑑登録証明書（本人）
問い合わせ 		市民課(☎72-9120)

市民課時間外窓口
●毎週月曜日
●３日(水)　※美術ホールのみ開館
近代図書館（☎72-3467）
相知図書館（☎62-4194）

６月  図書館の休館日

と　　き　６月13日(土)　集合�9:10　小雨決行
集合場所　道の駅桃山天下市　
定　　員　40人　参加料　1,500円（昼食付）
※事前にお申し込みください。

九州オルレ唐津コース
６月のテーマ「五感で感じるあじさい」

問い合わせ 名護屋城跡観光案内所
（☎82-5774）
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問い合わせ 広報広聴課（☎72-9189）

チャンネルからつ番組表（行政放送）

◎�唐津市ニュースは、耳の不自由な人のため
に、文字テロップ付きで放送しています。
◎�土・日曜日は１週間の唐津市ニュースをま
とめて放送します。
◎�都合により、番組と時間を変更して放送す
る場合があります。

特
集
番
組　
　
番
組
編
成
の
都
合
に
よ
り
放
送
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

６月１日
～７日

唐津やきもん祭りシンポジウム
「古陶のある暮らし～日常の贅

ぜい

沢
たく

」
パネリスト
�・茂木健一郎さん（脳科学者）
�・白洲信哉さん（「目の眼」編集長）
�・勝見充男さん（骨董店「自在屋」四代目店主）
�・坂本直樹さん（唐津やきもん祭り実行委員長）
コーディネーター
�・村多正俊さん（古唐津研究交流会）

移住者受入れセミナー

６月８日
～21日

いきいき学ぶからつっ子推進事業
第１学年・第２学年キャリア教育講演会
「私の歩んできた道～平和への貢献のために～」
講師：梅崎時彦さん
（海上自衛隊　護衛艦「はたかぜ」艦長）

唐津やきもん祭りシンポジウム
「古陶のある暮らし～日常の贅

ぜい

沢
たく

」

６月22日
～28日

なごや歴史講座
「肥前名護屋城を復元する
　－バーチャル名護屋城の世界－」
講師：松尾法博さん
　　　（名護屋城博物館　学芸課主幹）

「私の歩んできた道
　～平和への貢献のために～」

６月29日
～７月５日

第42回唐津市消費者グループ連絡協議会総会記念講演
「最近の消費者トラブルについて」
講師：齊藤定子さん
　　　（唐津市消費生活センター�相談員）

「肥前名護屋城を復元する
　－バーチャル名護屋城の世界－」

今
月
の
番
組
表

時間 放送内容
避難所案内

5:30 唐津市ニュース
6:30 各課からのお知らせ
7:30 唐津市ニュース
8:30 各課からのお知らせ
9:30 前週の特集番組	 再放送

番組名・内容は左表をご覧ください

11:30 各課からのお知らせ
12:30 唐津市ニュース
13:30 特集番組

番組名・内容は左表をご覧ください

15:30 各課からのお知らせ
16:30 特集番組

番組名・内容は左表をご覧ください

18:30 各課からのお知らせ
19:30 唐津市ニュース
20:30 特集番組

番組名・内容は左表をご覧ください

22:30 唐津市ニュース
23:30 各課からのお知らせ
24:30 唐津市ニュース
1:30 前週の特集番組	 再放送

番組名・内容は左表をご覧ください
終了後は避難所案内

地上デジタル

12ch
地上デジタル放送12チャンネルで放送中！ データ放送はリモコンdボタンを押してください

再放送

再放送

再放送

再放送

６月の市議会本会議開催中は、番組を変更し、議会中継を放送します。
本会議が午後７時までに終了した場合は当日の午後７時30分から、
午後７時以降に終了した場合は終了後30分をめどに再放送します。

災害に備えましょう
　災害情報メールの会員（無料）になりませんか？
火災速報など重要な情報をメールでお届けします！ 災害時の緊急連絡先

唐津市役所本庁 (☎72-9111)　　 浜玉市民センター(☎53-7100)
厳木市民センター(☎53-7110)　 相知市民センター(☎53-7120) 
北波多市民センター(☎53-7130)  肥前市民センター(☎53-7140)
鎮西市民センター(☎53-7150) 　 呼子市民センター(☎53-7160)
七山市民センター(☎53-7170)

スマートフォンの方はこちら →

唐津市災害情報メール
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